
１　事業実施の方針

　立的発展を促進し、生活の安定及び福祉の向上が図られた。

２　特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項

4名
公共交通空白地
有償運送事業

不特定多数
の一般
１５名

1,853
笠岡諸島の空き家所有者
と島暮らし希望者（島の
力）とのマッチング

通年 笠岡諸島 3名空き家対策事業

3名

里海の魅力発見
事業

備中県民局の委託を受け、
里海の役割を実体験すると
共に環境保全学習の実施

夏季 真鍋島 2名
不特定多数
の小学生と
保護者40名

（３）社会教育、文化、スポーツ、人権擁護等に関する事業

不特定多数
の一般

約2,000名
7,551

830

笠岡市より指定管理を受
け、施設の維持・管理等
の業務遂行

通年 北木島 3名
不特定多数
の一般等
約1,900名

9,773
「石切りの杜」
管理運営事業

（４）都市・漁村交流や安全・安心のまちづくり等に関する事業

不特定多数
の一般

約1,000名
1,508

有償運送事業乗用車等を
使用して島内移送

通年
北木島
真鍋島

定款の事業名 事業内容 実施日 実施場所

笠岡市からの委託により
金風呂地区以外に在住の
幼児・児童の通学等の支
援及び給食物資の運搬

介護保険法適用者を対象
に食事提供・入浴の介護
並びに機能訓練の実施

2,305

笠岡諸島近海で採れた小
魚を三宅島の火山灰で加
工処理し販売

不特定多数
の幼児4名
小学生5名

不特定多数
の要支援・
要介護者
70名

不特定多数
の一般
約200名

青少年海洋体験
学習事業

石切りの杜を拠点に島の
特性を生かした研修

夏季 笠岡諸島 3名
不特定多数
の青少年約

200名

北木小学校スクー
ルバス運行及び給
食物資運搬事業

通所介護事業

灰干し事業

北木島

白石島・北
木島・真鍋
島

北木島

通年

3,897

通年

（２）IT技術活用等による情報発信や特産品開発等に関する事業

PR事業
特産品販売事業

島のコンシェル
ジュ事業

1,087

45,295

1,392

1名

25名

3名

青少年の島（梶子
島）管理運営事業

岡山県より指定管理を受
け、施設の維持・管理業
務の遂行

不特定多数
の青少年等
約520名

993

小中学生
島体験学習事業

岡山県の補助を受け体験
学習を通じて島への関心
等を醸成すると共に魅力
や課題等を提案し島の活
性化事業

6月～12月

通年

北木島 5名

県内の不特
定多数の小
中学生
約220名

通年 梶子島

平成３１年度事業報告書
特定非営利活動法人かさおか島づくり海社

不特定多数
の一般

約2,000名
8,663

　ネット販売・道の駅・
しまのこし等で笠岡諸島
の特産品を販売

通年 笠岡諸島

「食」・「旅」・「体
験」・「移住」等により
笠岡諸島の振興とPR

通年 五番町 3名

従事者の
人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額
(千円）

3名

（１）子どもの健全育成及び介護保険法に基づく第１号事業及び地域密着型サービスに係る事業

　　笠岡諸島を中心として、不特定多数の市民・団体の活動支援に関する事業等を行い、笠岡諸島の自

あゆみ園
幼児育成事業

満１歳以上から小学校就
学前幼児の健全育成

毎週月曜
日から木
曜日

六島小学校
地内

3名
六島在住で
不特定多数
の幼児1名

5,212



下浦海水浴場
運営事業

下浦海水浴場と海の家
「海ほたるの」運営

7月～9月 北木島 2名
不特定多数
の一般約
1,000人

1,779

定款の事業名 事業内容 実施日 実施場所
従事者の
人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額
(千円）

　駐車場事業
伏越港・住吉港に笠岡諸
島を往来する人のための
駐車場運営

通年
伏越港・住
吉港周辺

2名
不特定多数
の一般
約60人

1,059

不特定多数
の一般70名

1,302買い物支援事業
大手スーパーとの連携に
よる買い物支援と見守り
活動事業

通年
北木島・真
鍋島・六島

6名

公営ポスター掲示
場設置及び維持管

理事業

笠岡市長選、市議会議員
選用ポスター掲示場の設
置及び維持管理業務

2月～3月 笠岡諸島 2名

不特定多数
の

有権者
約2,000名

798

郵便事業
郵便配達業務を通じ安否
確認と島民への安心をも
たらす事業

通年 真鍋島 4名

不特定多数
の真鍋島
在中島民
約200名

1,701

人づくり地域づく
り事業

島に住み続ける為の手段
を岡山大学生の目線で考
える事業

7月～
3月

笠岡諸島 2名
不特定多数
の一般20名

604


